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和漢薬研究所夏期セミナー記録
平成14年 8 月 23 日から25 日の 2 泊 3 日の合宿形式で，インテック大山研修センターを会場に，第 7 回和漢薬
研究所夏期セミナーを開催した。セミナーは講議，体験実習，和漢薬談義と 3 部構成で行われた。講義は「補
剤って何だ」をテーマに，主に和漢薬研究所の教授を中心に行われ，体験実習は漢方方剤の鑑定，丸薬作り，
気血水診断法の三つのコースが実施された。また，二日間にわたり，午後8時からの和漢薬談義並びにその後
の談話会も参加者の意欲あふれた意見や質疑がかわされた。
全日程の参加者は富山県以外からの参加者57名および県内からの13名の計70名であった（なお，部分的参加
者はアメリカからの参加者 2 名を含む 5 名）。内訳は医薬学部の学生が44名と多く，他は医療，企業，薬局関
係者であった。
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第 7 回和漢薬研究所夏期セミナープログラム
第 1 日（ 8 月 23 日）
13: 45 歓迎の挨拶
講議：はじめに
13: 50 わかった気になる漢方薬学
講議：脳血管障害の基礎と臨床
14: 30 基礎：釣藤散の臨床効果「脳血管性痴呆患者の症状改善j を
実験薬理学的に研究するには
15: 30 臨床：脳血管障害における和漢薬治療
講議：補剤の基礎と臨床
16: 30 基礎：漢方薬（補剤）は癌に本当に効果があるのか？
20: 00 和漢薬談義 A
重利
直利
敏明
田原多門柴喜化学応用部門
漢方診断学部門
f 漢方診断学部門
第 2 日（ 8 月 24日）
講議：補剤の基礎と臨床
8 : 45 基礎：補剤の抗骨組緊活性
9 : 15 臨床：補剤の臨床応用
10: 30 臨床：精神的疲労とストレスと漢方
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体験実習
12 : 40 はじめに
13 : 00 3 班に分かれて
く〉生薬方剤の鑑定
く〉丸剤作りに挑戦
薬効解析センタ一 小松かっ子
薬効解析センター 小松かっ子－
薬効解析センタ一 小松かっ子
漢方薬学部門 山路誠一
く〉気血水診断法
20: 00 和漢薬談義 B
漢方診断学部門柴原直利，喜多敏明，後藤博三
薬物代謝工学部門服部征雄
第 3 日（ 8 月 25 日）
その 1 伝承薬物から創薬へ
その 2 和漢薬なんでもQ
9 : 30 セミナー閉講（希望者は和漢薬研究所，民族資料館見学）
夏期セミナーに対するアンケート結果（回収率 63%) 
。夏期セミナー開催の情報入手方法に関して
和漢薬研究所ホームページ； 40%，夏期セミナ一案内ポスター； 30%
先生，同僚，友人から； 26%，その他； 4%
。セミナ－受講による和漢薬に対する意識変化に関して
興味が増した； 67%，興味がわいた； 16%，懐疑が増した； 2%
。夏期セミナー全般への感想に関して
非常によかった； 49%，まあまあよかった； 37%，普通； 4%
。セミナーの講議，体験実習，和漢薬談義の各々の内容に関して
理解しやすかった； 81%～19%，理解しづらかった； 0%～30%
なお，受講者の経歴，並びに理解度が異なったにもかかわらず，理解しづらかったと回答をよせた受講者
はおおむね10%以下であった。
0セミナーへの意見・希望等に関して
講議に関しては， 30名より言葉が寄せられた。講師への感謝を述べたものが多数見受けられた。
体験実習に関しては， 29名より言葉が寄せられた。いずれのコースへも，初めての経験に強く興味と関心
を引き付けられたと記載されていた。
和漢薬談義に関しては， 16名より言葉が寄せられた。講師への感謝の気持ちを述べたものが多数を占めた。
その他にも 14名から言葉が寄せられた。夏期セミナーへの感謝の気持ちを記載したものが多数を占めた。
